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衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
案
の
対
象
と
な
る
北
海
道
内
の
発
電
施
設
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
六
十
二
号
。
以
下
「
Ｒ
Ｐ

Ｓ
法
」
と
い
う
。
）
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
用
い
て
発
電
さ
れ
た
電
気
（
以
下
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
電
気
事
業
者
に
対
し
、
毎
年
度
、
一
定
の
量
の
利
用
を
義
務
付
け
る
法
律
で
あ
る
。
一
方
で
、
今

通
常
国
会
に
提
出
し
て
い
る
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
」
（
以

下
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
案
」
と
い
う
。
）
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
に
つ
い
て
、
電
気
事
業
者
に
対
し
、

国
が
定
め
る
一
定
の
期
間
及
び
価
格
で
調
達
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
法
律
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
導
入
拡
大
を
図
る
た
め
、
電
気
事
業
者
が
行
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
電
気
の
調
達
に
つ
い
て
国
が
そ
の
期
間
と
価
格
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
が
よ
り
経
済

的
に
成
り
立
つ
よ
う
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
案
を
今
通
常
国
会
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
案
で
は
、
量
に
制
限
な
く
電
気
事
業
者
に
対
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の

一



調
達
を
義
務
付
け
る
こ
と
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
案
附
則
第
七
条
に
お
い
て
、
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
を
廃
止
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
同
時
に
、
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
の
廃
止
に
よ
り
既
に
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
に
基
づ
き
電
気
事
業
者
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気

を
供
給
し
て
い
る
既
存
の
発
電
設
備
の
運
転
に
不
測
の
悪
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
案
附
則

第
八
条
に
お
い
て
、
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
第
九
条
に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
電
気
事
業
者
に

よ
る
従
来
の
調
達
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
案
の
対
象
と
な
る
発
電
設
備
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
案
第

六
条
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
に
具
体
的
に
規
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
国
会
で
の
審
議
等
を

踏
ま
え
つ
つ
、
例
え
ば
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
案
の
施
行
日
以
降
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
を
開
始
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
定
め
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
案
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
導
入
拡
大
を
図
る
こ
と
を
そ
の
趣
旨
と
し
て
お
り
、

御
指
摘
の
「
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
施
行
以
前
に
建
て
ら
れ
た
施
設
」
の
よ
う
に
既
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
を
行
っ
て
い

る
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
案
に
基
づ
く
電
気
事
業
者
の
調
達
義
務
の
対
象
と
す
る
こ
と
は

二



考
え
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
規
の
導
入
が
図
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
負
担
の
追
加

的
な
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
制
度
導
入
に
当
た
っ
て
は
追
加
的
な
国
民
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
る
と
の
観
点
か
ら
適
切

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

二
及
び
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
北
海
道
に
お
け
る
既
設
の
風
力
発
電
設
備
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特

措
法
案
に
基
づ
く
電
気
事
業
者
に
よ
る
調
達
義
務
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
一
方
で
、
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
案
附
則
第
八
条
に
お
い
て
設
け
て
い
る
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
の
経
過
措
置
に
よ
り
、
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
第
九
条

に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
電
気
事
業
者
に
よ
る
従
来
の
調
達
が
継
続
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
今
般
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
案
の
施
行
に
際
し
、
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
は
廃
止
す

る
も
の
の
、
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
の
効
力
の
一
部
を
引
き
続
き
残
す
よ
う
な
経
過
措
置
を
設
け
て
お
り
、
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
に
基
づ
き
電
気
事

業
者
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
を
供
給
し
て
い
る
既
存
の
発
電
設
備
に
つ
い
て
も
電
気
事
業
者
に
よ
る
従
来
の
調
達
が

三



継
続
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
設
備
を
用
い
て
発
電
を
行
う
者
が
直
ち
に
予
期
せ
ぬ
採
算
性
の
悪
化
等
に
直
面

す
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四


